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施政方針を表明する市長

広報おおだ　Ｒ6（2024）3.21 ２

　
新
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
私

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
大
田
市
長
へ
の
二
期
目
の
就
任
に
あ
た

り
、「
今
後
10
年
を
見
据
え
た
市
政
運
営
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
着
実
に
実
施
し
て
い

く
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
以
来
２

年
４
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
山
陰
道
の
全
線
開
通
に
向
け
た

活
動
、
世
界
遺
産
・
国
立
公
園
・
日
本
遺
産

な
ど
大
田
の
魅
力
を
活
用
し
た
観
光
振
興
、

「
大
あ
な
ご
」
な
ど
の
食
に
よ
る
経
済
活
性

化
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と

大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業

の
着
実
な
推
進
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
公

共
施
設
の
適
正
化
を
含
む
行
財
政
改
革
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
老
朽
化
施
設
の
改

修
を
検
討
す
る
中
で
、
新
庁
舎
の
整
備
、
子

育
て
に
か
か
る
総
合
支
援
拠
点
施
設
整
備
、

小
・
中
学
校
の
再
編
な
ど
に
も
着
手
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
や
賃
金
の
上
昇
が
続
く
状
況
の

中
で
、
多
額
の
資
金
と
時
間
を
必
要
と
す
る

こ
れ
ら
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も
、
大
田
市

の
未
来
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。

　
残
る
任
期
の
１
年
８
か
月
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
着
手
し
た
様
々
な
課
題
に
一
定
の

目
途
を
つ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
議

会
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
９
日
に
は
山
陰
道
「
大
田
・
静
間
道

路
」「
静
間
・
仁
摩
道
路
」
が
開
通
い
た
し

ま
し
た
。
本
市
で
は
５
年
ぶ
り
と
な
る
山
陰

道
の
開
通
で
あ
り
、「
命
の
道
」
と
し
て
、

緊
急
時
の
移
動
時
間
の
短
縮
、
安
全
性
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
や
産
業
面
に

お
け
る
人
の
流
れ
や
物
流
の
活
発
化
な
ど
、

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
を
し

て
い
ま
す
。
残
る
「
福
光
・
浅
利
道
路
」
に

つ
い
て
も
、
順
調
に
事
業
が
進
捗
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い
開
通
と
、

山
陰
道
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、
関
係

機
関
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
に
は
温
泉
津
地
区
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
、
貴

重
な
文
化
資
源
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
、

地
元
の
関
係
者
と
と
も
に
考
え
る
機
会
と

し
、
こ
れ
を
契
機
に
、
３
年
後
の
令
和
９
年

に
迎
え
る
「
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
」、

「
石
見
銀
山
発
見
5
0
0
年
」
に
向
け
、
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
具
体
的
な
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
は
、
国
の
減
少

率
を
上
回
る
勢
い
で
進
行
し
て
お
り
、
と
り

わ
け
令
和
元
年
に
２
０
１
人
で
あ
っ
た
出
生

数
が
、
昨
年
は
１
５
９
人
に
ま
で
減
少
す
る

な
ど
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　２月28日から３月19日にかけて、令
和６年第２回大田市議会定例会が開催
されました。
　初日の冒頭で、楫野弘和市長が施政
方針を表明。こちらでは一部を抜粋し、
紹介します。

　こどもから高齢者まで、年齢、性別、職業、国籍などを
問わず、さまざまな人が一緒に楽しく夢を語り合いながら
アイデアを創り、“おおだ”に関わるすべての人たちが、一
緒に汗をかきながら、ひとつずつ形にしていきます

基本姿勢方針　――将来像の実現に向けた基本的な姿勢

「共創」

人口減少時代を乗り越え
　おおだの誇りを未来に繋げる

令和６年度 施政方針
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市
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
人
口

減
少
へ
の
対
策
を
本
市
の
最
重
要
課
題
と
捉

え
、
令
和
５
年
度
に
は
、「
総
合
的
な
人
口

減
少
対
策
事
業
」
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

様
々
な
統
計
デ
ー
タ
の
分
析
を
お
こ
な
い
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
子
育
て
支
援
団
体
な
ど

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

種
関
係
機
関
や
子
育
て
世
代
の
方
々
で
構
成

す
る
調
査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
調
査
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
新

た
に
「
出
会
い
の
場
の
創
出
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
に
お

い
て
説
明
会
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
議

会
議
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

様
々
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
中

に
は
、
機
能
や
概
算
工
事
費
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
新
年

度
か
ら
は
、
施
設
の
構
造
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、

備
え
る
べ
き
機
能
な
ど
を
ま
と
め
、
基
本
設

計
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
隣
接
す
る
「
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支
援

拠
点
施
設
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
５
年

度
中
に
策
定
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
基

本
設
計
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育

て
に
関
す
る
施
設
を
複
合
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
機
能
を
有
機
的
に
連
携
し
、
効
率
的

な
運
営
体
制
の
構
築
や
、
相
談
体
制
の
強
化

な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
子
育

て
支
援
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ

う
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
の
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５

年
９
月
末
に
３
つ
の
再
編
素
案
を
お
示
し

し
、「
大
田
市
学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る
計

画
等
検
討
委
員
会
」
を
は
じ
め
、
11
月
に
市

民
会
館
で
開
催
し
た
説
明
会
や
、
地
域
・
保

護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
・
意
見
交
換
会
を

通
じ
て
、
広
く
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
中
に
は
再
編
案
を
お
示
し

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
り
深

い
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度

も
検
討
委
員
会
を
継
続
し
、
再
編
案
の
作
成

を
進
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
教
育

環
境
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
将
来
の
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
や
校
舎
・
施
設
の
状
況

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、
適
正
な
小
・
中
学

校
の
配
置
に
向
け
た
再
編
・
統
合
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　　
公
共
施
設
の
補
修
・
修
繕
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
大
森
町
で
発
生

し
た
転
落
死
亡
事
故
を
受
け
、
新
た
に
立
ち

上
げ
た
「
大
田
市
公
共
施
設
改
修
及
び
修
繕

対
策
優
先
度
判
定
委
員
会
」
に
お
い
て
技
術

的
・
専
門
的
知
見
に
よ
る
優
先
度
判
定
を
お

こ
な
い
、
施
設
の
状
態
や
利
用
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
な
予
算
措
置
と
安
全
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
　
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

基本方針　――将来像を実現するための施策の柱

第１の柱　産業づくり　　～多様で活力ある「産業」をつくる
　産業振興を市政発展の重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

第２の柱　豊かな心づくり　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
　豊かな自然や歴史・文化など、多くの地域資源に囲まれたふるさとに市民の皆さんが誇りと
　愛着を持てるよう、地域と連携し、学校教育・社会教育を推進

第３の柱　暮らしづくり　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
　多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう安全で安心な暮らしづくりに努める

第４の柱　都市基盤づくり　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
　道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進

第５の柱　自然・生活環境づくり　　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
　多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進

第６の柱　持続可能なまちづくり　　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
　あらゆる取り組みについて「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、積極的に推進

大田市の将来像　――目標年（2026年）に目指すべきまちの姿

子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち “おおだ”
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一般会計　総額２４１億５千万円
一般会計の当初予算の総額は、前年度に比べ
16億２千万円（7.2％）増の241億５千万円です

一般会計　歳入

市税が減少、地方交付税が増加
　自主財源の根幹をなす市税は、
定額減税の実施などに伴い、前年
度に比べ、3,550万円（1.0％）減
の36億8,110万円。
　依存財源の多くを占める地方交
付税（臨時財政対策債を含む）は、
人事院勧告に伴う人件費の増加
などが考慮され、前年度に比べ、
２億4,098万円（2.6％）増の96億
3,638万円となっています。

一般会計　歳出

特徴的な取り組み
　出会いの場創出事業、世界遺産
登録20周年・石見銀山発見500年
記念事業、「ＴＷＩＬＩＧＨＴ 
ＥＸＰＲＥＳＳ 瑞風」受入環境整
備事業、大田葬斎場長寿命化改修
事業、大田小学校整備事業などの
事業を計上しています。
　公共施設の改修・修繕対策を計
画的に進めるとともに、教育の魅
力化や地域の脱炭素化、協働・共
創のまちづくりや大田市立病院を
はじめとする地域医療体制の確保
についても、継続して取り組んで
いきます。

ト ワ イ ラ イ ト

エ ク ス プ レ ス みずかぜ

令和６年度 当初予算

241億
５千万円

義務的
経費

48.1％

投資的
経費

10.4％

消費的
経費

28.0％

その他
の経費
13.5％

人件費
19.9％

扶助費
16.2％

公債費
12.0％ 普通建設

事業費
10.1％

物件費
15.2％

維持補修費
0.8％

補助費等
12.0％

積立金
0.8％

投資及び出資金
3.1％

貸付金
0.2％

予備費
0.1％

繰出金
9.3％

 災害復旧事業費
0.3％

241億
５千万円

市税
15.2％

分担金及び負担金
0.4％

使用料及び手数料
1.0％

財産収入
0.4％

寄附金
1.0％

繰入金
8.1％

自主
財源

27.9％

諸収入
1.8％
地方譲与税

1.1％
配当割交付金

0.1％

法人事業税交付金
0.3％

地方消費税交付金
3.6％

環境性能割交付金
0.1％

地方特例
交付金
0.6％

地方交付税
（臨財債含む）

39.9％

依存
財源

72.1％

国庫支出金
11.8％

市債
（臨財債除く）

6.5％

県支出金
8.4％

株式等譲渡所得
割交付金

0.1％
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人口減少時代を乗り越え
おおだの誇りを未来へ繋げるための予算

新年度の主な事業の内容
第２次大田市総合計画に掲げる「６つの柱」ごとに紹介します

①産業づくり
　～多様で活力ある「産業」をつくる
◇地域資源を活用した商品開発、
　県外への販路開拓　　　　　　　　　　 838万円
◆「ＴＷＩＬＩＧＨＴ ＥＸＰＲＥＳＳ 瑞風」
　の受入環境整備　　　　　　　　　　　 450万円
◆畜産経営体の施設整備支援　　　 ２億3,500万円
◇農業生産基盤の整備・保全、
　生活環境の整備　　　　　　　　 １億9,631万円
◇循環型林業の推進　　　　　　　　　 5,599万円
◆和江漁港の整備促進に向けた取り組み　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 330万円
◇サテライトオフィス利用企業の取り組み支援　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,000万円

②豊かな心づくり
　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
◇保幼小中高における各種教育魅力化　 3,015万円
◇小中学校における情報教育の推進　　 2,931万円
◆学校再編に向けた取り組み　　　　　　　87万円
◆大田小学校新校舎の整備検討　　　　 8,000万円
◆学校給食の原材料費高騰対策　　　　 1,178万円
◆石見銀山世界遺産登録20周年
　石見銀山発見500年に向けた取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 664万円
◆温泉津重要伝統的建造物群保存地区
　選定20周年記念事業の実施　　　　　 　404万円

③暮らしづくり
　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
◆独身男女の出会いの場の創出　　　　　 360万円
◆保育施設給食の原材料費高騰対策　　　 579万円
◇こども家庭総合支援拠点施設の整備検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,000万円
◇不妊・不育症治療費の助成　　　　　　 400万円
◇高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 256万円
◇地域医療の確保に向けた取り組み　　 1,249万円
◇隣保館の移転新築整備　　　　　　　 2,930万円

◆は新規事業

問財政課（☎0854‐83‐8011）

④都市基盤づくり
　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
◆都市計画マスタープランの策定　　　　 800万円
◇大田市駅周辺地区の環境整備　　 ２億8,250万円
◇危険な空家等の除却　　　　　　　　　 324万円
◇高齢者講習施設の新規整備　　　　　 2,600万円
◆消防救急デジタル無線の更新整備　　 1,243万円
◇消防団装備の充実強化　　　　　　　　 297万円

⑤自然・生活環境づくり
　～人と自然が共生した
　　　「自然・生活環境」をつくる
◇再生可能エネルギーの導入促進　　　　 312万円
◇公共施設照明のＬＥＤ化　　　　　 ３億625万円

⑥持続可能なまちづくり
　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
◇特定地域づくり事業協同組合への支援　
                                     1,569万円
◇持続可能なまちづくりに向けた
　地域の取り組み支援　　　　　　　　 5,902万円
◆自治体DXの推進に向けた取り組み　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　285万円
◇新大田まちづくりセンターなどの整備
　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億3,000万円
◇市役所本庁舎の整備検討　　　　　　 3,550万円
◇仁摩老人福祉センターびしゃもんの解体　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,279万円
◆大田葬斎場の長寿命化改修　　　　　 4,840万円

ト ワ イ ラ イ ト エ ク ス プ レ ス みずかぜ



　本市では加速する人口減少に対し、定住支援、多様な働き場の確保、結婚相談支援、子育て支援、教育環境の
整備など、様々な取り組みを進めてきましたが、令和元年に201人であった出生数が、昨年は159人にまで減少す
るなど、状況は深刻化しています。そのため、令和５年度に「総合的な人口減少対策」に着手し、改めて現状の
調査・分析に取り組みました。
　様々な統計データの分析をはじめ、アンケート調査や各団体へのヒアリングをおこない、調査結果をもとに、
関係機関や子育て世代の方々で構成する「調査検討委員会」において協議を重ねてきました。
　今回は、これまで進めてきた調査の一部を報告します。
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○市民アンケート調査結果の概要（市内在住の18～45歳のかたを対象）

移
住

結
婚

子
育
て

そ
の
他
意
見

○中・高生アンケート調査結果の概要（市内の中学、高校に在籍の２年生を対象）

【その他意見】
・娯楽施設、商業施設を増やしてほしい　
・家族や働き方など、多様な生き方が認められる環境を整えてほしい
・人の優しさや雰囲気の良さをわかりやすく伝える必要がある　など

大田市を希望する主な理由
「故郷」「自然豊か」「不自由はない」
「親の近くに住む」など

市外希望の主な理由
「都会への憧れ」「娯楽施設がない」
「仕事が少ない」「移動が不便」など

・市内高校への進学を希望する中学生 47%

【大田市への愛着】

あまり感じない
18%

　 強い愛着
15%6%

感じていない

就職 7%

未定
15%

進学
78%

わからない
32%

11%
大田市

いずれ大田市
24% 

市外
33%

【希望進路】 【将来の希望居住地】

・回答者の約半数がＵＩターン者、転入元は県内・近隣県が多数
・ＵＩターンの理由は、「出身地」「結婚・出産」「仕事」が多数

・子を持たない単身者の６割が積極的な結婚意志
・結婚への不安「経済面」「子育て責任」「自分の生活リズム」「相手親族との関係」

・市の満足度では「自然」「人間関係」が高評価、「社会資本・都市機能」関連は低評価
・人口減少の要因は「仕事・給与」「都市機能」「公共交通」との回答が多数
・働きながらの妊娠、出産のハードルが高い（仕事と子育ての両立が困難）
・適切な出会いには、職場や自宅以外の第三の場「サードプレイス」が必要　など

・「子を望む」割合は約半数、希望・理想は「２～３人」、平均人数は「１～２名」
・悩みは「遊べる場所」「同年代の子との交流機会」「自分の時間の確保」
・必要なことは「就学費の軽減」「教育環境の充実」「勉強や部活以外の体験活動の充実」

総合的な人口減少対策事業
実施状況

令和５年度

問政策企画課（☎0854‐83‐8003）

市ホームページ
《アンケート調査結果》

ある程度の愛着
61%

・市内就職を希望する高校生 35%
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○35年後に人口が半減！（国勢調査ベースの人口予測）

○人口減少の背景は？（大田市の人口動態の特徴）

○地区ごとに異なる人口動態！（地区の実態に応じた対策が必要）

社会増減率 30代女性の増減率

《その他調査・分析の結果（概要）》

◀2015年と2020年の国勢調査をもとに年齢層別の
　人口変化率を表したグラフ
特徴① 10代後半～20代後半の流出超過
　　  （進学・就職による流出）
特徴② 若年女性の流出率が高い
特徴③ 20代後半以降のＵＩターンが少ない
　　  （若年層の流出をＵＩターンで補えていない）

※コーホート変化率
ある期間の人口動態を同世代の集団で捉え、世代ごと
の増減変化割合を表したもの

▲人口の減少率や転入・転出による社会増減などの動態は地区により差があるため、各地区の資源や活動状況などを
　踏まえた地区ごとの対策が望まれます

会場　あすてらすホール
開始　13：30～

3/30
（土）

　人口減少の現状や課題の共有を図るため、調査・分
析の結果を報告します。併せて調査検討委員会からの
提案、パネルディスカッションをおこないます。
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（2018 年 25～34 歳と 2023 年 30～39 歳を比較）
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出産期以前における女性の流出超過の累
積が少子化・人口減少の要因となっている。

① ②

③

高齢層の死亡
（死亡数＞出生数）

「大田市未来展望フォーラム」

▲35年後に人口が半減します
 （小・中学生の人数は約20年で半減します）

▲近年は10年間で4,000～5,000人ずつ
　減少しています

このままの
推移が続けば
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利用者の視点に立った市役所を目指して

■ライフイベントに沿った調査をおこないました・・・・・・・・・・・・・・・

「窓口利用体験調査」を「窓口利用体験調査」を
実施しました実施しました

問情報企画課（☎0854‐83‐8034）

　窓口業務の改善には、利用者の視点に立った業務フロー（届け出によ
る各種手続きの流れ）全体を見直し、課題の洗い出しをおこなうことが
重要となります。窓口サービスの利用者の行動をデモンストレーション
することで、窓口の手続きを検証し、リアルな課題や改善点を見つけ、
アナログ・デジタルを含めた窓口改善を検討するための調査です。

窓口利用体
験調査とは

？
Q

窓口へ

色々な
手続き

を体験

来庁するとこ
ろ

からスタート

手続きが多くて
大変でした

　１月12日に、市役所の若手職員がそれぞれ「大田市に引っ越しした」、「家族が亡くなった」、
「子どもが生まれた」ことで手続きに来庁したお客様役となり、調査を実施。正確な調査となる
よう、平日の開庁時間中に実施し、窓口職員がいつもどおり窓口手続きの対応をおこないました。
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■デジタル庁の支援制度を活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　「窓口BPRアドバイザー派遣事業」＊

を活用し、東京都大田区職員の遠藤
アドバイザーに取り組みを支援いた
だきました。
＊窓口BPRアドバイザー派遣事業
　窓口改善に取り組む市町村へアドバイザーと
　なる自治体職員を派遣するデジタル庁の事業
　です。

■体験者の声・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■利用者の視点に立った市役所を目指す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今回の調査によって、改善すべき点を明確にすることができました。

このような取り組みを進め、「書かない」「待たない」「行かない」窓口の実現に向け、検討を進
めていきます。

遠藤アドバイザーと一緒に課題をみんなで考えます

利用者目線での
改善に向けて

分かりやすい
窓口へ工夫

同じような
手続きを統一

手書きを
減らして楽に

市役所以外でも
手続きできる

お客様役となり、窓口体験調査をおこなう職員お客様役となり、窓口体験調査をおこなう職員お客様役となり、窓口体験調査をおこなう職員お客様役となり、窓口体験調査をおこなう職員



障がいのある人への「合理的配慮」を
　　　　　　　　　　　おこないましょう
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事業者の皆さんへ　障がい者差別解消法が変わります

～令和６年４月1日から事業者にも合理的配慮の提供が義務化されます～
　企業や店舗などの事業者や行政機関は、障がいのある
人の生活を制限している社会の中のバリア（社会的障壁）
を取り除くため、障がいのある人から、何らかの対応を
必要とする意思が伝えられたときには、過度な負担とな
らない範囲で、対応することが求められます。これを
「合理的配慮の提供」といいます。

＜合理的配慮の具体例＞
・店舗の出入り口などの段差のある場所にスロープを設置する

・車椅子のまま利用できるスペースを確保する

・視覚障がいのある人にメニュー内容を伝える

・聴覚障がいのある人に筆談する

２月16日に開催された大田市青年協議会の皆さんとの「ふれあいトーク」の一場面

【ヘルプマークの紹介】

　
援
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問地域福祉課（☎0854‐83‐8143）
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大田市に住む外国人に interview
おお　だ　し す がい こく じん

おお  だ　し す がい こく じん みな おお だ

い ん た び ゅ ー こ ー な ー

※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています
よ かん じ か　た　か　な

　中山農場の第７期外国人技能実習生として、搾乳
（牛の乳をしぼる）の仕事をしている４人のベトナム人
女性の皆さん。大田に住み始めて、１年経たない人、
２年経つ人など、大田での生活は長くはありませんが、
とても上手に日本語を話し、日本の文字（ひらがな、
カタカナ、漢字）も書くことができるほど、ベトナムに
いるときから日本の勉強をされていたそうです。
　外国人技能実習生の受け入れを長年されている『中
山農場』の住田さんは、４人の女性たちについて「朝４
時前に起きて、約250頭の牛の乳をしぼる仕事をして
もらっている。とても真面目で優しい子たち」と話し、
また、４人の女性たちは「優しい日本のお母さん」と
住田さんのことをとても慕っていました。

　４人の女性たちは大田での生活を「静かです。そし
て優しい人がたくさんいます」と話しました。
　仕事がお休みの日には、スーパーに行って、肉や魚、
果物などの買い物や、ベトナムの家族とテレビ電話で
の会話を楽しんでいるとのことです。　　　
　また、場内で野菜を育てていて、その野菜でベトナム
料理を作り、住田さんが作った日本料理と交換するな
ど、お互いの国の料理をごちそうし合うこともあると
いうことでした。
　女性の一人は、市内のイベントで茶道を体験し「お
抹茶は苦かったけど美味しかった」と話し、日本文化を
楽しんだ様子でした。「春にはお花見に行こうね」と
住田さんが優しく話しかけていました。

左から、トゥティカインフンさん、マティダンさん、中山農場の住田さん、
クエンティヒエンさん、レティハニニさん

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か
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用

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
約
50
人
の
事
業
者
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
小
川
知
興
代
表
取
締
役
は
「
多
様
な
業
務
展
開
で
高
齢

者
が
活
躍
」
と
題
し
て
、
自
社
で
実
践
す
る
社
員
フ
ァ
ー

ス
ト
主
義
に
よ
る
社
業
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
な

ど
を
交
え
な
が
ら
、
高
年
齢
者
雇
用
の
重
要
性
や
高
年
齢

者
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
の
人
材
不
足
解
消
に
向
け
、
多
様
な

人
材
の
確
保
・
活
用
の
事
例
と
し
て
、
外
国
人
材
や
副
業

人
材
に
つ
い
て
の
講
演
も
併
せ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
田
地
域
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

問
産
業
企
画
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
７
）

こんかい

今回は、川合町の『中山農場』
で働いている４人のベトナム出
身の女性たちにインタビューし
ました！

かわい ちょう なかやま のうじょう

はたら

しん じょ せい い　ん　た　び　ゅ　ー

にん べ　と　な　む

ひだり と ぅ て ぃ か い ん ふ ん

く え ん て ぃ ひ え ん れ て ぃ は に に

ま て ぃ だ ん なかやまのうじょう すみ  だ

なかやまのうじょう

うし

じょ せい みな おお  だ す はじ ねん  た ひと

ちち し  ごと べ と な む じんにん

だい き  がい こく  じん  ぎ   のう じっ しゅうせい さくにゅう

ながせいかつおお  だねん  た

じょう  ず に  ほん  ご はな に  ほん も    じ

ひと

べ　と　な　むかん じか　た　か　な

に  ほん べんきょう

ながねん なか

か

がいこく  じん  ぎ  のうじっ しゅうせい

やま のう じょう すみ だ

やく

にん

とう

じょ せい

うし ちち し  ごと

あさ

おじ  まえ

う　　　い

にん じょ せい

ま　じ　め やさ

やさ

こ

に  ほん

はな

かあ

すみ だ した

にん じょ せい おお だ せいかつ しず

やさ

し  ごと

ひと

やす ひ

はな

い にく

くだ もの べ　と　な　む か  ぞくか　　 もの

さかなす　ー　ぱ　ー

かい  わ たの

や  さい そだ や  さい べ　と　な　むじょうない

りょう  り つく つく に  ほんりょう　り こうかんすみ だ

ありょう  りくにたが

じょ せい ひとり し  ない い　べ　ん　と さ  どう たいけん

に  ほんぶん  かはなお　いにがまっ ちゃ

たの よう  す はる はな  み い

はなやさすみ だ

講演をする小川代表取締役講演をする小川代表取締役

多くの事業者の参加がありました多くの事業者の参加がありました

大田市に住む外国人の皆さんに、大田での
暮らしについてインタビューするコーナーです
く

しゅっ
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「つなぐ棚田遺産」で特別感謝状
若林酒造有限会社

問農林水産課（☎0854‐83‐8083）

左から若林代表取締役、市長、「五郎之会」の大迫事務局長左から若林代表取締役、市長、「五郎之会」の大迫事務局長

寄 附

ありがとうございます

・イオンリテール株式会社
　　中四国カンパニー山陰事業部
　　イオン大田店
・株式会社ウシオ　
　　グッディー大田店　
・ＪＡしまね石見銀山地区本部　
　　ＪＡグリーンおおだ　
・有限会社　小川商店

　　　　　　　　 （順不同・敬称略）

問大田市地球温暖化対策地域協議会
　　　　　　　事務局/環境政策課 

（☎0854‐83‐8071）

作文コンクールで表彰された皆さん

大田市地球温暖化対策地域協議会に対して、

有料レジ袋収益金をご寄附いただきました。

問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

　農林水産省が主催し、棚田地域の維持・発展に貢献する企業・
大学等に感謝状を贈呈する「つなぐ棚田遺産」。
　その「未来へつなぐ部門」で、特に優れた取り組みを実施して
いる企業などに贈られる特別感謝状を受けたことを、若林酒造有
限会社の若林邦宏代表取締役が１月29日に市長に報告しました。
　平成18年からおこなわれている若林酒造有限会社を中心とする

「酒仙蔵人　五郎之会」と「西田ヨズクハデ保存会」による農業
体験交流を通じた活性化の取り組みが集落の維持につながってい
ることが評価され、このたびの受賞となりました。若林代表取締役
は「棚田に人を集めて、田植えや稲刈りを地域の協力を受けて取り
組んだことが保全に繋がった。受賞はありがたい」と話しました。

作文コンクール受賞者決定
　「ふるさと　そして　未来」作文コンクール2023の表
彰式を１月22日に実施しました。これは、難波利三ふる
さと文芸賞に代わるものとして、市内小中学生を対象に
実施したもので、小学生の部３人、中学生の部３人が、
楫野市長、船木副市長から表彰状を受け取りました。
　また、最も優秀だった難波利三賞の受賞者２人が作品
を朗読し、その成果を発表しました。

【小学生の部】
　難波利三賞　「僕のじまんの三瓶山」
　　　　　　　　坂田 陸さん（川合小５年生）
　市長賞　　　「久利の町」
　　　　　　　　經種 菜々子さん（久屋小３年生）
　審査員特別賞「大田市のためにぼくにできること」
　　　　　　　　坪内 虹輝さん（温泉津小５年生）
【中学生の部】
　難波利三賞　「僕の宝物　大森」
　　　　　　　　松場 公汰さん（第三中１年生）
　市長賞　　　「私の感じる大田の風景」
　　　　　　　　森岡 沙菜さん（大田西中２年生）
　審査員特別賞「私の成長　大田の未来」
　　　　　　　　稗田 夏希さん（第二中１年生）

作品を朗読する坂田さん（左）と松場さん（右）



おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介
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３
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
三
重
県

伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
35
回
都

道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
」
に
、
島
根
県
選
抜

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
第
一
中
学

校
２
年
生
の
知
野
見
奏
翔
さ
ん
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
月
26
日
、

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
知
野
見
さ
ん
は
「
県
の
代
表
と
し

て
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
「
持
っ
て
い
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
激
励
金
を
渡
し
ま
し

た
。

　
上
野
屋
蒲
鉾
店
が
「
大
田
の
大
あ

な
ご
」を
使
っ
た「
大
あ
な
ご
チ
ッ
プ

ス
」
を
新
た
に
販
売
す
る
こ
と
を
２

月
26
日
に
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
魚
肉
す
り
身
に
大
あ

な
ご
の
身
を
配
合
し
、
サ
ク
サ
ク
と

し
た
軽
い
食
感
が
特
徴
。
主
原
料
が

魚
の
す
り
身
で
あ
る
た
め
タ
ン
パ
ク

質
の
含
有
量
が
非
常
に
高
く
、
手
軽

に
タ
ン
パ
ク
質
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
土
江
元
生
工
場
長
は
「
口
ど
け
と

と
も
に
魚
の
風
味
と
醤
油
・
出
汁
の

香
り
が
鼻
か
ら
抜
け
る
今
ま
で
に
な

い
チ
ッ
プ
ス
。ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

商
品
を
紹
介
す
る
土
江
工
場
長（
左
）

第一中学生が県選抜チーム選手に
第35回全日本中学ソフトテニス大会

「大あなごチップス」いかが
「上野屋蒲鉾店」から新たなお土産品が誕生

知
野
見
奏
翔
さ
ん（
左
）

大田の未来を創る「おおだ教育フェスタ」開催
　
２
月
18
日
、「
お
お
だ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
が
あ
す
て
ら
す
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
創
設
さ
れ
た
、
大
田
市
教
育
委
員
会
感
謝
状
贈
呈
式
で

は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
を
は
じ
め
、
教
育
分
野
に
お
い
て
貢
献
さ

れ
た
か
た
や
団
体
・
事
業
者
の
方
々
へ
教
育
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
次
に
、
大
田
市
の
教
育
に
か
か
る
取
り
組
み
紹
介
や
、
大
田
高
校
、

邇
摩
高
校
の
生
徒
に
よ
る
取
り
組
み
発
表
の
ほ
か
、
講
師
に
学
習
院

女
子
大
学
教
授
の
品
川
明
さ
ん
を
迎
え
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
開
催
。
ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
、
や
さ
し

い
お
や
つ
の
無
料
配
布
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
多
く
の

来
場
者
に
大
田
市
の
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
高
校
生
の
素
晴
ら
し
い
発
表
で
、
大
田
の
未
来

を
パ
ッ
と
明
る
く
し
た
」「
講
演
会
を
聞
い
て
、
た
だ
の
栄
養
学
で

は
な
く
、
五
感
と
心
を
磨
く
食
育
と
し
て
新
た
な
視
点
を
い
た
だ
い

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

食をテーマとした講演会が開催されました食をテーマとした講演会が開催されました

やさしいおやつが無料配布されましたやさしいおやつが無料配布されました 高校生の発表高校生の発表



【後期】
対象：産後２か月以降の赤ちゃんと保護者
　～内容～
　　赤ちゃんの成長と発達
　　お世話の仕方、ベビーマッサージ
　　楽になる育児のヒント　……など
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こんにちは
保健師です 育児教室を実施しています

　大田市では令和３年度から子どもとのふれあいを通して、子どもの成長を学び、悩みや不安をみんなで共有
できる育児教室を実施しています。

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152)

～前期の様子～　内容：ベビーマッサージ、絵本読み聞かせ、ふれあい遊び、発達・発育について、事故予防

～後期の様子～　内容：親学講座、ふれあい遊び、発達・発育について、事故予防

　令和３年度から令和５年度までたくさんの赤ちゃんや保護者に参加してもらいました。
　参加者からは「ふれあって過ごせる時間を持てて楽しかった」「子育てを振り返るきっかけになった。今しか
見られない子どもの成長を楽しみながら見守っていきたい」との感想がありました。
　地域や保護者同士の関わりが少なくなるなか、保護者同士や地域スタッフなどと交流しながら、子育てにつ
いて学べる場はとても重要だと考えています。大田市ではさらに、安心して楽しく子育てができるよう、令和
６年度の育児教室の内容と名称をリニューアルし、妊娠期から切れ目のない支援を実施していきます。

ぴよぴよ教室 詳しい日程については「令和６年度健康づくり予定表」「子育てアプリ
おおだっこ（母子モ）」をご覧ください。

【前期】
対象：妊婦とその家族
　～内容～
　　産後の体とこころの変化
　　産まれてからの生活
　　赤ちゃんのお世話の仕方　……など

ふれあい遊び

ベビーマッサージ

親学講座

読み聞かせ

４月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

乳幼児相談

授乳サロン
ごくごく 24日㈬ 13:00～16:15

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」
（大田市役所１階）

母子健康手帳
バスタオル、おむつ身体計測・授乳相談

10日㈬ 身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

母子健康手帳
バスタオル、おむつ大田市役所　４階和室９:00～10:30

種　類 日　時 場　所 内　容 お持ちいただくもの
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健康ガイド４月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（医療機関）

がん検診
市ホームページ

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

◇
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　
と
て
も
短
く
感
じ
る
ほ
ど
充
実

し
た
１
年
で
し
た
。
最
初
は
新
し

い
環
境
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

同
じ
よ
う
な
人
が
周
り
に
た
く
さ

ん
い
た
の
で
支
え
合
っ
て
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野
球

部
に
入
部
し
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

は
部
活
動
だ
け
で
な
く
勉
強
を
教

え
合
っ
た
り
と
、
お
互
い
に
良
い

刺
激
を
与
え
る
関
係
を
築
け
て
い

ま
す
。
高
校
と
比
べ
て
大
学
の
勉

強
は
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は

な
く
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
が
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
切
磋
琢
磨

す
る
仲
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◇
今
後
の
目
標

　
授
業
の
体
験
実
習
で
、
消
化

器
・
総
合
外
科
の
９
時
間
に
も
お

よ
ぶ
手
術
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

長
時
間
に
わ
た
っ
て
集
中
力
を
き

ら
さ
ず
執
刀
す
る
医
師
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
改
め
て
こ
の

職
業
の
過
酷
さ
と
莫
大
な
知
識
量

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
を
目
指
す
覚
悟

が
芽
生
え
ま
し
た
。

　
地
元
の
大
田
市
は
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
１
人
で

多
く
の
こ
と
が
で
き
る
医
師
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
よ
り
一
層
勉
強
に
励
み
な

が
ら
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

積
極
的
に
経
験
し
て
、
そ
の
よ
う

な
医
師
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　市では地域医療を担う人材を育
成するため、地域医療に貢献した
い熱意のある高校生を島根大学医
学部や石見高等看護学院に推薦し
ています。この制度を活用して、
令和５年４月に島根大学医学部に
進学した学生をご紹介します。

島根大学医学部医学科１年生
西村 紘之さん

「献血」にご協力ください 　４月10日㈬  ９：30～12：30　大田市役所

種　類

種　類
※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話にて予約してください。

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

市内６医療機関
大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

医療機関 対象者など

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

出雲市

医療機関 対象者など
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■：３館共通　○：温泉津のみ休館

川合神社周辺遺跡
その２

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本 ◇展示テーマ

第12回
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◇行事と企画展
４月の図書館お休みの日

「風光る」
　寂しい別れも、新しい出会いの緊張も、暖か
くなった風がほぐしてくれそうですね。春らし
い本を集めてみました。

中
　央

「犯罪に気をつけて！」
　４月は新しい生活になじむので手いっぱい。
そんな心の隙を犯罪者は狙います。安全対策や
犯罪が起こる仕組み。心のケアなどの本を集め
ました。

仁
　摩

『あっ　これ食べよう！70歳　
 一人暮らしの気楽なごはん』　　大庭　英子／著　
　 　　　　　　　  主婦の友社（温泉津図書館所蔵）

　料理家として40年余りを過ごして
きた著者が、普段よく作る一人ごは
ん。
　美味しくする手間は省かず、誰が
作っても味が決まるレシピが豊富に
掲載。この本から‶自分のお気に入
りメニュー”を見つけてみませんか。

　
前
回
に
続
き
川
合
神
社
周
辺
遺

跡
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
縄
文
土

器
に
つ
い
て
で
す
。
広
い
調
査
範

囲
の
な
か
で
川
合
神
社
の
石
碑
の

南
側
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
年
代

は
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
０
年
前

の
も
の
。
工
事
に
よ
っ
て
失
わ
れ

て
し
ま
う
深
さ
ま
で
し
か
、
調
査

を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

時
代
の
住
居
な
ど
の
詳
細
ま
で
は

突
き
止
め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
反

面
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
一
部
は

掘
削
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
地
に
残

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
田
市

の
歴
史
を
知
る
う
え
で
現
地
が
残

る
こ
と
は
大
事
で
す
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
古
墳
時

代
初
め
ご
ろ
の
土
器
と
建
物
跡
で

す
。
古
代
国
家
が
形
成
さ
れ
る
３

世
紀
後
半
頃
の
時
代
。
石
見
東
部

も
、
そ
の
大
き
な
歴
史
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
明
か
す

資
料
と
し
て
貴
重
で
す
。

　
古
墳
も
み
つ
か
り
ま
し
た
。
時

代
は
５
世
紀
の
終
り
頃
。
丸
い
形

を
し
た
「
円
墳
」
で
、
古
墳
の
周

り
の
溝
に
は
完
全
に
近
い
形
の
須

恵
器
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
遺
跡
の
主
体
で
あ
っ
た
時
代
は

飛
鳥
時
代
と
奈
良
時
代
後
半
で

す
。
建
物
跡
が
合
計
30
棟
以
上
あ

り
、
や
や
密
集
し
て
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
古
代
の
集
落
と
し
て

は
規
模
が
大
き
く
、
な
お
か
つ
良

好
に
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
注
目

さ
れ
ま
す
。
古
代
の
遺
物
で
は
、

丸
い
形
を
し
た
硯
、
円
面
硯
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
た
八
石
遺
跡
に
次

い
で
市
内
で
は
２
例
目
の
発
見
で

す
。
硯
の
存
在
は
、
文
字
を
必
要

と
し
た
役
割
の
あ
る
場
所
と
い
う

こ
と
で
す
。
や
や
「
公
的
」
な
機

関
が
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
の
か
と

想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
鎌
倉
時
代
の
武
士
た
ち
が
珍

重
し
た
青
磁
の
発
見
と
そ
の
時
代

の
建
物
跡
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
成
果
か
ら
、
こ
の
付

近
一
帯
は
、
大
き
な
災
害
や
地
形

変
化
も
な
く
連
綿
と
利
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
来

年
度
、
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
刊

行
す
る
予
定
で
す
。 は

ち
こ
く

せ
い  

じ

す
ず
り

え
ん
め
ん
け
ん

え
ん
ぷ
ん

す

え
　
き

火 木 金日 月 水 土

⑦
⑭
㉑
㉘

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

⑥
⑬
⑳
㉗

５

12

19

26

４

11

18

25

28

３

10

17

24

27

おはなし会
古文書を読む会
ストーリーテリング
おはなし会
春のよむよむフェスティバル
発達障がい啓発展

島根篆刻会作品展
おすすめこどもの本展

図書館

中 央

行　事 日　　時
14:00～14:20
14:00～16:00
14:00～14:20
10:15～10:45

13日㈯・27日㈯ 
20日㈯ 
20日㈯ 
20日㈯
28日㈰ 
１日㈪～８日㈪
３日㈬～28日㈰
６日㈯～５月８日㈬

仁 摩
てんこく



私
自
身
の
こ
と
か
ら

　
私
は
、こ
れ
ま
で
水
俣
病
・
同
和

問
題
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
関
わ
っ

て
き
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

つ
い
て
は
国
の
政
策
に
よ
り
加
害

者
に
さ
せ
ら
れ
た
被
害
者
の
一
人

で
あ
る
。
そ
こ
が
大
き
く
違
う
。

　
学
校
事
務
員
だ
っ
た
と
き
に

は
、
各
地
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

に
泊
り
が
け
で
行
っ
て
、
入
所
者

と
と
も
に
酒
を
飲
み
な
が
ら
交
流

を
続
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た

だ
の
「
交
流
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

　
か
つ
て「
無
ら
い
県
運
動
」で
市

民
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
通
告
・

密
告
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
療

養
所
に
強
制
隔
離
さ
れ
た
。
こ
の

隔
離
政
策
が
そ
も
そ
も
憲
法
違
反

で
あ
っ
た
。

　
国
は「
ら
い
予
防
法
」で
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
強
制
隔
離
政
策
を
し

た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
国
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
差
別
で
あ
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
は
、
今
で

も
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
の

で
、
街
で
元
患
者
同
士
が
出
会
っ

て
も
声
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

人
も
あ
る
ほ
ど
不
安
は
大
き
い
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
で
も
５
０
９

人
の
原
告
の
う
ち
、
実
名
を
挙
げ

ら
れ
た
の
は
７
人
だ
け
だ
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
家
族
補
償

　

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
元
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
家
族
も
ひ
ど
い
差
別
を
さ
れ
て
、

国
も
「
人
生
被
害
」
と
認
め
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
補
償
の
裁
判

で
勝
訴
し
、
＊
家
族
補
償
金
が
令

和
６
年
11
月
ま
で
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
当
初
の
国
の
請
求
件
数
予
測
は

２
万
４
０
０
０
件
だ
っ
た
が
、
現

在
の
請
求
件
数
は
８
１
４
３
件
と

な
っ
て
お
り
、
非
常
に
少
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
家
族
補
償
金
を
申
請
す
る
と
、

昔
の
よ
う
に
ま
た
差
別
を
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
申
請
を

さ
れ
な
い
人
も
多
く
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

ビ
デ
オ
視
聴

　
昭
和
17
年
生
ま
れ
の
島
根
県
美

郷
町
出
身
の
男
性
は
、
10
歳
で
岡

山
長
島
愛
生
園
に
連
れ
て
い
か
れ
、

そ
の
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

家
族
が
会
い
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
57
年
間
も
兄
弟
姉
妹

に
会
え
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
重
な
る
偶
然
に
助
け

ら
れ
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、

兄
弟
や
そ
の
家
族
に
も
会
え
た
。

　
そ
の
後
は
、
兄
弟
姉
妹
と
交
流

し
、
家
族
関
係
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。

当
事
者
は
ど
こ
に
い
る
の
か

　「
当
時
者
の
声
を
聴
く
」と
よ
く

言
わ
れ
る
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

の
当
事
者
の
比
率
は
全
人
口
の
１

０
０
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
差
別

さ
れ
る
人
も
差
別
す
る
人
も
当
事

者
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、「
市
民
」も
当
事
者
だ
か

ら
、
私
た
ち
は
「
支
援
者
」
と
は

言
わ
な
い
。

島
根
県
は
す
ご
い

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
と
も
に
学

び
と
も
に
闘
う
全
国
市
民
の
会
で

全
国
47
都
道
府
県
の
知
事
に
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
が
、
島
根
県
だ
け
が
ハ
ン

セ
ン
病
の
研
修
会
を
３
年
間
で
全

職
員
に
実
施
す
る
と
回
答
が
あ

り
、
島
根
県
の
姿
勢
は
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
は
、島
根
県
か
ら
新
し
い
動
き
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

市
民
相
談
窓
口
の
意
義

　
現
在
、
全
国
の
市
町
村
に
市
民

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
、
大
阪
府
・
長
野
県
・
熊
本
県
・

島
根
県
の
一
部
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
大
田
市
の
こ
と
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
９
月
か
ら
大
田
市
役

所
３
階
人
権
推
進
課
内
に
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
市
民
相
談
窓
口
」
が

設
置
さ
れ
、
今
で
も
入
口
に
コ

ピ
ー
用
紙
１
枚
を
貼
っ
た
だ
け
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
全
国
ど
こ
の

市
町
村
で
も
市
民
相
談
窓
口
は
設

置
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
市
民
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
の

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
の
知
識
よ
り
「
絶
対
に
こ

の
人
の
秘
密
を
守
る
」
と
い
う
姿

勢
。
こ
れ
が
重
要
だ
。

　
皆
さ
ん
は
、
大
田
市
に
市
民
相

談
窓
口
が
設
置
し
て
あ
る
こ
と
を

誇
っ
て
も
良
い
と
思
う
。

＊
家
族
補
償
金

　
配
偶
者
、
親
、
子
な
ど
に
は
１

８
０
万
円
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
に
は

１
３
０
万
円
支
給
さ
れ
る
。
詳
し

く
は
人
権
推
進
課
相
談
窓
口
へ
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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講
師
の
太
田
明
夫
さ
ん

お
お
た 

あ
き 

お

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

　
　
　
　  

早
期
解
決
へ

　
10
月
23
日
、
第
四
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
四
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
97
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
共
に
学
び
共
に
闘
う
全
国
市
民
の
会
、

会
長
の
太
田
明
夫
さ
ん
に
「
そ
れ
っ
て
、
昔
の
病
気
の
話
？
〜
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
は
、
今
の
、
私
た
ち
の
話
で
す
〜
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
の
講
演
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



台
帳
閲
覧
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　
ご
自
身
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
「
閲
覧
」
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
本
人
、
ま
た
は
同

　
一
世
帯
員
（
委
任
状
は
不
要
）

②
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受
け

　
た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

③
借
地
人
、
借
家
人
（
借
地
、
借

　
家
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
可

　
能
。
借
地
、
借
家
の
事
実
が
わ

　
か
る
貸
借
契
約
書
な
ど
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
）

※
　
縦
覧
、
閲
覧
と
も
法
人
に
つ

い
て
は
、
代
表
者
が
お
こ
な
う
場

合
で
あ
っ
て
も
法
人
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
　
縦
覧
、
閲
覧
場
所
は
本
庁
税

務
課
の
ほ
か
、
各
支
所
市
民
生
活

課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
（
資
産
税
係
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

【
退
職
す
る
】

　
職
場
を
退
職
し
た
際
、
健
康
保

険
は
次
の
３
つ
か
ら
選
び
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
職
場
の
健
康
保
険
に

　「
引
き
続
き
」加
入
す
る
↓
ご
自

　
身
の
職
場

②
家
族
の
健
康
保
険
の
「
被
扶
養

　
者
」
に
な
る
↓
家
族
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

　
入
す
る
↓
市
役
所
本
庁
市
民
課

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

―
―
に
お
い
て
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
入
す
る
健
康
保
険
ご

と
に
負
担
す
る
保
険
料
が
異
な
り

ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
料
の
試
算

　
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５

４
‐
83
‐
８
０
２
２
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
に
進
学
す
る
】

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
進
学
の
た
め
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
特
例
に
よ
り
引

き
続
き
大
田
市
の
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し

を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
国
保
の
資
格
が
卒
業

予
定
の
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　
当
初
の
卒
業
予
定
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

・
１
人
に
つ
き
１
台

・
所
有
者
は
原
則
、
障
が
い
者
な

　
ど
の
本
人
で
す
が
、
本
人
が
所

　
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い
場
合

　
に
限
り
、
生
計
を
一
に
す
る
人

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

　
と
し
ま
す
。

・
障
が
い
者
な
ど
を
「
常
時
介
護

　
す
る
人
」
が
運
転
す
る
場
合

　
は
、
障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す

　
る
軽
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

　
に
限
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

　
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

　
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

　
１
点

※
　
対
象
と
な
る
等
級
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
減
免
を
受
け
る
車
の
自
動
車
検

　
査
証
（
車
検
証
）

④
減
免
申
請
書

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

※
　
令
和
５
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
郵
送
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　
４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

※
　
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
　
普
通
自
動
車
は
、
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
（
あ
す
て

ら
す
内
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
５

７
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
・
問
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）
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　「
縦
覧
」
制
度
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
、
確
認
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▽
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
閉
庁
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人

　
納
税
者
、
ま
た
は
納
税
者
か
ら

　
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状
が

　
必
要
）

※
　
縦
覧
は
無
料
で
す
。

▽
縦
覧
を
お
断
り
す
る
場
合

・
所
有
者
を
特
定
し
た
縦
覧
（
○

　
○
さ
ん
の
土
地
の
価
格
を
知
り

　
た
い
）
な
ど

異
動
に
伴
う

健
康
保
険
の
手
続
き

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

減
免
申
請
は
５
月
31
日
ま
で

申

固
定
資
産
の
縦
覧

５
月
31
日
ま
で

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年３月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　32,079人　（△ 50）
　・男　　15,433人　（△ 25）
　・女　　16,646人　（△ 25）
○世帯数　15,380世帯（△ 16）
○出生数　　　14人
○死亡数　　　65人
○面　積　435.34㎢

申

18
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４
月
１
日
か
ら
使
え
る
利
用
券

を
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

　（
総
合
等
級
１
〜
２
級
）

②
療
育
手
帳
所
持
者
（
Ａ
判
定
、

　
有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　
所
持
者
（
等
級
問
わ
ず
、
有
効

　
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

▽
申
請
受
付
　
３
月
25
日
㈪
〜

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　
有
効
期
限
内
の
右
記
手
帳

※
　
複
数
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
、
該
当
す
る
手
帳
を
す
べ
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

・
交
付
枚
数
は
１
年
分
で
１
人
に

　
つ
き
24
枚（
１
枚
５
０
０
円
分
）

・
い
か
な
る
理
由
で
も
再
発
行
は

　
で
き
ま
せ
ん

・
運
賃
の
額
に
応
じ
て
乗
車
１
回

　
に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
可
能

・
申
請
の
代
行
は
で
き
ま
す
が
、

　「
申
請
に
必
要
な
も
の
」を
す
べ

　
て
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
利
用
券
は

　
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の

　
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

　
・
問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
人
間
ド
ッ
ク
を
令
和
６
年
度
か

ら
廃
止
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
の
実
施
す
る
「
健

康
診
査
」
と
「
各
種
が
ん
検
診
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ

受
診
す
る
こ
と
で
、
人
間
ド
ッ
ク

と
ほ
ぼ
同
じ
検
査
項
目
を
検
査
で

き
ま
す
。

　
健
康
診
査
の
受
診
券
は
５
月
下

旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
大
田
市
健
康
づ
く
り
予
定
表
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

戸
籍
証
明
書
な
ど
の
広
域
交
付
が

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　
従
来
、
本
籍
地
が
あ
る
人
に
つ

い
て
の
み
の
交
付
を
お
こ
な
っ
て

い
た
戸
籍
謄
本
な
ど
に
加
え
て
、

他
の
市
区
町
村
の
戸
籍
証
明
書
の

請
求
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
証
明
書
な
ど
の

　
　
　
　 広
域
交
付
と
は

　
本
籍
地
が
遠
く
に
あ
る
人
で

も
、
お
住
ま
い
や
勤
務
先
な
ど
の

最
寄
り
の
市
区
町
村
窓
口
で
請
求

で
き
ま
す
。

　
ほ
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国

各
地
に
あ
っ
て
も
、
１
カ
所
の
市

区
町
村
窓
口
で
ま
と
め
て
請
求
で

き
ま
す
。

※
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い

な
い
一
部
の
戸
籍
・
除
籍
を
除
き

ま
す
。

※
　
一
部
事
項
証
明
書
、
個
人
事

項
証
明
書
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
５
）

19

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

後
期
高
齢
者
医
療
　

人
間
ド
ッ
ク
の
廃
止

法務省
ホームページ

森林環境税（国税）がはじまります
　森林整備などに必要な地方財源を確保する観点から、
令和６年度から国税として森林環境税が創設されまし
た。年額1,000円が個人の市民税・県民税の均等割と
併せて課税され、その税収の全額が、国から森林環境
譲与税として都道府県・市町村へ譲与されます。
　なお、震災対策事業のために市民税・県民税の均等
割にそれぞれ500円加算されていましたが、令和５年
度で終了するため、負担額は変わりません。森林環境
税の非課税基準は市民税・県民税の均等割の非課税基
準と同じです。

問税務課（☎0854‐83‐8023）

申

戸
籍
証
明
書
な
ど
の

請
求
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設
　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、次の
とおり休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　事前に市民課への予約が必要です。
休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　４月14日　　
　５月12日　
平日窓口延長 17：15～19：30
　４月１日㈪・２日㈫・３日㈬・22日㈪　　
　５月20日㈪
▽申請・交付場所：市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより変更する場合があります。
　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

3,000円

1,500円

1,000円

5,500円

市民税均等割

県民税均等割

森林環境税（国税）

合　計

3,500円

2,000円

―

5,500円

令和５年度 令和６年度から



介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内する
ことはありません。不審な場合は、介護保険課へお
問い合わせください。
　　　　　　問介護保険課（☎0854‐83‐8063）

　
の
山
田
バ
ス
停
前

▽
参
加
費
　
無
料

問
大
代
高
山
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
85
‐
２
２
０
４
）

　
大
田
市
で
の
「
シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
19
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
パ
ソ
コ
ン
入
門
）

▽
日
時
　
４
月
５
日
〜
５
月
１
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
19
時
〜
21
時

　
４
月
29
日
㈪
は
休
講

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
３
０
０
０
円

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
く
に
び
き
学
園
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
現
地
学
習
、地
域
団
体
と

の
交
流
の
場
な
ど
を
通
じ
、卒
業
後

に
地
域
の
中
で
楽
し
く
や
り
が
い

を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
な
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

▽
受
講
資
格
　
原
則
県
内
在
住
の

　
60
歳
以
上
の
人
で
、
地
域
活
動

　
に
興
味
の
あ
る
人
。
60
歳
以
下

　
の
人
、
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き

　
学
園
卒
業
生
も
受
講
可
。
　

▽
修
学
期
間
　
２
年
間
（
前
期
課

　
程
１
年
、
後
期
課
程
１
年
）

　
令
和
６
年
９
月
〜
令
和
８
年
８

　
月

※
　
後
期
課
程
へ
の
編
入
も
可
能

　
で
す
（
修
学
期
間
１
年
間
）。

▽
学
習
拠
点
　
い
わ
み
ー
る

　
　
　
　
　
　
　 

（
浜
田
市
）

▽
開
校
日
　
毎
週
金
曜
日
（
年
間

　
40
日
程
度
）

▽
授
業
料
な
ど
　

　
受
講
申
込
金
１
万
円
・
受
講
料

　
年
額
１
万
８
０
０
０
円
・
傷
害

　
保
険
料
年
額
２
５
０
０
円
程
度

※
　
受
講
に
か
か
る
諸
経
費
、
学

生
自
主
活
動
に
か
か
る
諸
経
費

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
要
項
・
願
書
　

　
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
各

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
く
に

　
び
き
学
園
な
ど
で
配
布
し
て
い

　
ま
す
。
く
に
び
き
学
園
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　
可
能
で
す
。

問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
３
６
）

広報おおだ　Ｒ6（2024）3.21

▽
日
時
　
４
月
13
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
ゆ
ら
り
」

　（
２
０
１
７
年
／
１
１
２
分
）

▽
内
容
　
石
川
県
の
老
舗
旅
館
を

　
舞
台
に「
あ
の
時
、伝
え
ら
れ
な

　
か
っ
た
思
い
」
を
抱
え
た
人
び

　
と
が
、
時
を
超
え
て
家
族
の
絆

　
を
取
り
戻
す
姿
を
描
い
た
フ
ァ

　
ン
タ
ジ
ー（
出
演
／
岡
野
真
也
、

　
内
山
理
名
、
戸
次
重
幸
　
ほ
か
）

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
今
後
の
感
染
症
流
行
状
況
に

よ
り
、
上
映
を
急
遽
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
登
山
を
し
な
が
ら
、大
田
市
指
定

希
少
動
植
物
で
あ
る
イ
ズ
モ
コ
バ
イ

モ
や
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
７
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
〜

▽
集
合
場
所
　
県
道
大
田
桜
江
線

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生

申

申

申

くにびき学園
ホームページ

子ども食堂 ４月の予定
27日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
20日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
20日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

26日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

②みんなの食堂
　　祖式ジム
③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

①おおだ子ども食堂
　　大田ふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

20

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

催
　
　し

大
江
高
山
自
然
観
察
登
山

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　集
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124,000円

 90,000円

ごみ指定袋種類

家庭用燃やせるごみ
大

中

２枠

２枠

縦12㌢　横20㌢

縦10㌢　横15㌢

62万枚

45万枚
0.2円

募集枠 広告枠（１枠） 掲載料（１枠） 印刷予定枚数 単価

21

不良空家の除却費
一部補助します

　建物に一定程度の破損があり、周辺に及
ぼす危険性が高い空家の除却費用を一部補
助します。
▽対象者
　空家の所有者または相続人、もしくはそ
　の同意を得た土地の所有者
▽対象となる空家
・市内にあり、おおむね１年以上の使用実
　態がない一戸建ての住宅または店舗併用
　住宅（自己の居住の用に供する部分の床
　面積が２分の１以上のものに限る。）
・登記事項証明書に所有者以外の権利が設
　定されていない住宅（同意がある場合を
　除く）
▽補助の条件
・事前に調査を申し出て、不良空家の確認
　（判定）を受けること
・不良空家の全部を除却する工事であること
▽補助金額
　補助経費の５分の４（上限50万円）
※　居住に用いられていない蔵や物置など
の建物や付属する塀や樹木などの除却に要
する費用は対象外です。
▽受付期限　
　４月１日㈪～６月14日㈮
▽補助件数　６件（予定）
※　先着順ではなく、審査により緊急度の
高い空家から補助します。
　　　　問建築営繕課（☎0854‐83‐8174）

出雲縁結び空港から中部国際空港
   への直行便就航！静岡線も再開！
　３月31日㈰から出雲縁結び空港と愛知県の中部国際空港
（愛称：セントレア）を結ぶ直行便が就航します。また、運休
していた出雲－静岡線も同日より運航再開となります。
　中部国際空港との直行便開設で、既存の名古屋（小牧）線を
合わせると中京圏へのアクセスが１日３往復となり、再開する
静岡線も合わせ東海地方への移動がますます便利になります。
　観光やビジネスにぜひご利用ください！
○毎日１往復運航
○上期ダイヤ（３月31日～10月26日）

出雲→中部

16：30→17：35

中部→出雲

13：25→14：30

出雲→静岡

15：00→16：10

静岡→出雲

14：15→15：30

※　運賃などの詳細は、株式会社フジドリームエアラインズ
のホームページをご覧ください。

問21世紀出雲空港整備利用促進協議会（☎0853‐21‐6819）

▽募集期間　４月１日㈪～４月19日㈮
▽広告掲載期間　広告掲載ごみ指定袋の完売まで
▽広告掲載位置　ごみ指定袋おもて本体中央
▽広告原稿　広告主が作成
※　広告内容は「大田市広告掲載要綱」に基づき審査し
ます。
※　申込多数の場合は抽選とします。
※　掲載予定枚数は広告募集時点のものです。掲載枚数
を変更した場合は、掲載料も枚数に応じて増減します。
　　　　　　　　　 問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

令和６年度
ごみ指定袋掲載広告募集

　令和６年度に作成する「大田市ごみ指定袋」の
広告を掲載する事業者を募集します。掲載を希望さ
れる場合は、申込書と掲載を希望する広告案などを
添えて、応募してください。
　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

株式会社フジドリーム
エアラインズ　　　　

ホームページ
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　令和６年４月１日以降は、インフルエンザワクチン接種と同様に、秋ご
ろに接種をおこなう予定です。詳細が決まり次第お知らせします。
○令和６年度以降の新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行
　▽接種証明書アプリでの発行（電子交付）
　　　アプリのインストールやアプリでの接種証明
　　書の新規発行は、令和６年３月31日㈰をもちま
　　して、サービスを停止します。
　　　ただし、令和６年３月31日㈰までは、アプリ
　　上の画像保存機能などで保存が可能です。
　　　保存方法は、デジタル庁「接種証明書アプリ　
　　接種証明書の画像保存方法」をご確認ください。
　▽紙による接種証明書の発行（窓口申請）
　　　令和６年３月31日㈰までの接種に関する新型コロナワクチン接種証
　　明書は、令和６年度以降も紙による発行を継続する予定です。
　　　なお、令和６年４月以降の発行方法については、決まり次第、市ホー
　　ムページにてお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 問健康増進課（☎0854‐83‐8153）

▽対象者
　65歳以上66歳未満
　　　　　　（65歳の誕生日の前日から66歳の誕生日の前日まで）
　　大田市に住民票がある人で、これまでに受診券を利用して接種を受け
　ていない人が対象です。
　　令和６年４月１日以降に65歳になるかたは、65歳の誕生日の前月に受
　診券を送付します。
　　なお、令和５年度の受診券をお持ちの65歳の人で、上記に該当する場
　合は、４月１日以降も接種を受けることができます。接種券がお手元に
　ない場合は受診券の再発行が可能です。
　　詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 問健康増進課（☎0854‐83‐8153）

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
川合・久利
三瓶・山口（大田野城含む）

４月不燃ごみの収集日

17
19
18
30
26
23
24
25
22
23
25

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【休日】　７日・21日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

22

日３
５
４
15
12
９
10
11
８
９
11

16日
 ２日

新型コロナワクチン
接種証明書アプリ

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

高齢者肺炎球菌ワクチンのお知らせ

令和６年４月１日から接種助成の対象者が変わります

新型コロナワクチンの全額公費による接種は、
　　　　　　　　令和６年３月31日で終了します。



広報おおだ　Ｒ6（2024）3.21

４月の相談

23

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

９日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
６日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

10日㈬ 
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

19日㈮ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
16日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

24日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
24日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

12日㈮ 19時～20時30分 大田商工会議所

５日・12日・19日・
26日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

申

年金相談（要予約）
９日㈫　10時～15時 市役所４階大講堂
22日㈪  10時～15時 市役所２階第２会議室

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

２日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

行政・人権合同相談
５日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

12日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
19日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

人権相談

19日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
12日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　３月28日㈭、29日㈮
　４月１日㈪、25日㈭、26日㈮、30日㈫
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　４月21日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
国民健康保険料

後期高齢者医療保険料

４月１日
９期
９期
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３
月
９
日
に
山
陰
道
「
大
田
・

静
間
道
路
」（
５
㌔
）「
静
間
・
仁

摩
道
路
」（
７
．９
㌔
）
の
開
通

に
伴
い
、
開
通
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
（
出
雲
・
江
津
間
高
規
格
道
路

記
念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
・

楫
野
弘
和
委
員
長
）が
２
月
24
日
、

道
の
駅
ご
い
せ
仁
摩
と
山
陰
道
本

線
上
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
の
駅
ご
い
せ
仁
摩
で
は
、
和

太
鼓
や
神
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
出
雲
市
や
江
津
市
な
ど

３
市
３
町
の
特
産
品
を
集
め
た
テ

ン
ト
村
、
８
０
０
食
限
定
で
大
田

の
郷
土
料
理
う
ど
ん
豆
腐
の
ふ
る

ま
い
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
お
こ

な
わ
れ
、
約
２
２
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
陰
道
本
線
上
で
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
が

２
コ
ー
ス
（
ロ
ン
グ
19
．
７
㌔
・

シ
ョ
ー
ト
７
．
４
㌔
）
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ（
往
復
４
．６
㌔
）が
お
こ

な
わ
れ
、
約
１
４
０
０
人
の
参
加

者
が
山
陰
道
か
ら
望
む
美
し
い
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
道
路

を
踏
み
し
め
ま
し
た
。
参
加
者
の

ひ
と
り
は
「
新
し
い
道
路
を
走
っ

て
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
静
間
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
、
山
陰
道
開
通
を
祝
し
た
寄
せ

書
き
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
「
待

ち
に
待
っ
た
山
陰
道
開
通
お
め
で

と
う
！
」
な
ど
と
多
く
の
喜
び
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
両
道
路
は
「
大
田
中
央
・
三
瓶

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」（
久
手

町
）
と
「
仁
摩
・
石
見
銀
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」（
仁
摩
町
）
を

結
び
、
３
月
９
日
に
開
通
し
ま
し

た
。

　
山
陰
道
が
開
通
す
る
こ
と
で
、

安
全
面
を
始
め
、
観
光
や
産
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

山陰道から望む大田市街地と三瓶山、静間川と日本海の風景山陰道から望む大田市街地と三瓶山、静間川と日本海の風景

山陰道を颯爽と走るランナーたち山陰道を颯爽と走るランナーたち山陰道を颯爽と走るランナーたち山陰道を颯爽と走るランナーたち

多くの人でにぎわう「ごいせ仁摩」多くの人でにぎわう「ごいせ仁摩」多くの人でにぎわう「ごいせ仁摩」多くの人でにぎわう「ごいせ仁摩」

祝山陰道 大田・静間道路
静間・仁摩道路

開通記念プレイベント
が開催されました


